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1.  平成26年3月期第2四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日）

当社は、平成25年3月期第1四半期から連結財務諸表非作成会社になったため、平成25年3月期第2四半期の対前年同四半期増減率については記載しており
ません。

(2) 財政状態

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 3,925 △2.7 152 △44.8 118 △58.5 67 △55.4
25年3月期第2四半期 4,036 ― 275 ― 285 ― 150 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 5.60 ―
25年3月期第2四半期 12.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 11,347 8,670 76.4 726.26
25年3月期 11,099 8,561 77.1 717.15
（参考） 自己資本 26年3月期第2四半期 8,670百万円 25年3月期 8,561百万円

2.  配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 7.50 ― 4.50 12.00
26年3月期 ― 5.00
26年3月期（予想） ― 5.00 10.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,300 7.8 320 △24.3 300 △32.3 180 △27.1 15.08



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(3) 発行済株式数（普通株式）

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 12,135,695 株 25年3月期 12,135,695 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 198,367 株 25年3月期 198,179 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 11,937,401 株 25年3月期2Q 11,974,133 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財
務諸表に対する手続は終了しておりません。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料3ページ「（3）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、昨年末誕生いたしました新政権の経済政策、所謂「ア

ベノミクス」の効果が徐々に顕在化となり、経済成長率も大幅にプラスに転じましたが、現在のところ

業種間ではかなりのばらつきがございます。

このような状況の下で、当社は好況業種への積極的な売り込みを図ると共に、高騰する原燃料費の削

減にも注力いたしましたが、主力客先である電子部品業界の不振の影響は大きく、前年同期比減収減益

で終了いたしております。

この結果、売上高は3,925,214千円となり、前年同期比2.7％の減収となりました。

事業別では、セラミックス事業が特に前述の影響を大きく受け、前年同期比3.9％減収の2,730,581千

円となりました。市場別売上高構成比率では、電子部品向け57.0％、化学・窯業・鉄鋼向け16.6％、環

境・エネルギー向け2.5％となりました。

エンジニアリング事業につきましては、加熱装置の不振を計測事業が補った形となり、ほぼ前年同期

並の1,194,633千円となりました。市場別売上高構成比率では、セラミックス事業同様、電子部品向け

が37.7％と一位を占め、次いで環境・エネルギー向け25.2％、自動車・重機向け18.2％とこの３分野向

けで８割を超える結果となりました。

損益面につきましては、セラミックス事業の受注、売上の落ち込みで工場の稼働率も低下したことな

どにより、営業利益は前年同期比44.8％減益の151,555千円、経常利益はこれに100周年記念行事費用が

加わり同58.5％減益の118,344千円となりました。また、税引前四半期純利益は同52.5％減益の117,824

千円、四半期純利益は同55.4％減益の66,822千円といずれも前年同期を大幅に下回る結果となりまし

た。

当第２四半期末の配当につきましては、平成25年9月20日付「業績予想の修正及び配当予想の修正に

関するお知らせ」にて既に公表させていただいております通り、以上の結果を踏まえ１株につき５円と

させていただきました。

なお、弊社は本年６月に創業100周年を迎えました。このことは、1913年（大正２年）の創業以来長

きにわたってご愛顧下さったお客様と株主様、お取引先様のご支援の賜物であり深く感謝の意を表する

次第でございます。

① 資産・負債・純資産の状況

資産は、固定資産で減価償却の進行に伴い前期末比2.9％減少しましたが、流動資産が現金預金や売

掛金等の増加により前期末比7.0％増加しましたため、前期末比2.2％増の11,347,496千円となりまし

た。

負債は、買掛金や未払法人税等および長期借入金の増加により流動負債、固定負債ともに増加し、前

期末比5.5％増の2,677,852千円となりました。

純資産につきましては、株価上昇に伴うその他有価証券評価差額金が増加しましたため、前期末比

1.3％増の8,669,643千円となりました。

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（２）財政状態に関する説明
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② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間末の現金及び現金同等物は1,410,490千円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費と税引前四半期純利益に加え法人税の還付により

法人税等支払額がプラスとなり、407,850千円のプラスとなりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券を一部売却しましたが、設備投資に伴う機械装

置等の有形固定資産の取得で81,755千円のマイナスとなりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金返済の進行と配当金の支払いにより104,424千円のマ

イナスとなりました。

今後の経済見通しにつきましては、国内はさておき世界の経済は新興国を中心に成長率の伸びが鈍化

し、今暫くは予断を許さない状況が続くと思われます。このような中で弊社は平成25年9月20日付「業

績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました年間売上高83億円、営業利

益３億２千万円、経常利益３億円、当期純利益１億８千万円を目指し、全社をあげて邁進いたしてゆく

所存でございます。

（注）本資料に記載している業績予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確

実な要素を含んでおります。実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

該当事項はありません。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期財務諸表
（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,178,219 1,399,879

受取手形及び売掛金 2,484,338 2,658,512

有価証券 30,601 30,610

商品及び製品 580,899 602,265

仕掛品 1,019,996 1,056,188

原材料及び貯蔵品 270,443 283,865

その他 184,768 120,670

貸倒引当金 △5,200 △5,500

流動資産合計 5,744,067 6,146,492

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,720,940 1,668,299

機械及び装置（純額） 1,492,310 1,339,191

その他（純額） 716,393 710,262

有形固定資産合計 3,929,645 3,717,752

無形固定資産 24,620 27,731

投資その他の資産 1,400,572 1,455,519

固定資産合計 5,354,838 5,201,003

資産合計 11,098,906 11,347,496

負債の部

流動負債

買掛金 974,316 1,080,437

短期借入金 500,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 250,808 289,868

未払金 219,684 187,204

未払法人税等 － 67,266

賞与引当金 168,000 175,100

役員賞与引当金 15,255 7,627

その他 13,190 48,193

流動負債合計 2,141,254 2,255,697

固定負債

長期借入金 171,488 182,012

退職給付引当金 16,074 18,889

役員退職慰労引当金 102,505 109,155

資産除去債務 37,405 37,723

その他 69,164 74,374

固定負債合計 396,637 422,155

負債合計 2,537,891 2,677,852
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,320,740 1,320,740

資本剰余金 1,225,438 1,225,438

利益剰余金 6,084,151 6,097,255

自己株式 △86,211 △86,295

株主資本合計 8,544,118 8,557,138

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16,896 112,504

評価・換算差額等合計 16,896 112,504

純資産合計 8,561,014 8,669,643

負債純資産合計 11,098,906 11,347,496
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（２）四半期損益計算書
第２四半期累計期間

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

売上高 4,036,147 3,925,214

売上原価 3,164,574 3,173,010

売上総利益 871,573 752,204

販売費及び一般管理費 597,005 600,648

営業利益 274,567 151,555

営業外収益

受取利息 1,452 1,148

受取配当金 14,381 13,611

その他 8,347 8,152

営業外収益合計 24,181 22,912

営業外費用

支払利息 6,508 5,828

100周年記念行事費用 － 47,750

その他 6,896 2,545

営業外費用合計 13,404 56,123

経常利益 285,343 118,344

特別損失

設備移転費用 21,727 －

固定資産廃棄損 11,487 519

投資有価証券評価損 4,092 －

特別損失合計 37,306 519

税引前四半期純利益 248,037 117,824

法人税、住民税及び事業税 96,000 63,100

法人税等調整額 2,232 △12,098

法人税等合計 98,232 51,001

四半期純利益 149,804 66,822
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 248,037 117,824

減価償却費 288,050 300,538

貸倒引当金の増減額（△は減少） △900 300

受取利息及び受取配当金 △15,833 △14,759

支払利息 6,508 5,828

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21,421 2,815

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △17,547 6,650

固定資産廃棄損 11,487 519

投資有価証券評価損益（△は益） 4,092 －

売上債権の増減額（△は増加） △99,825 △174,173

たな卸資産の増減額（△は増加） △190,149 △70,980

その他の資産の増減額（△は増加） △12,329 31,481

仕入債務の増減額（△は減少） 252,336 106,121

未払消費税等の増減額（△は減少） 14,150 49,141

その他の負債の増減額（△は減少） △30,119 12,075

小計 479,378 373,383

利息及び配当金の受取額 15,598 14,564

利息の支払額 △6,590 △6,186

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △111,149 26,089

営業活動によるキャッシュ・フロー 377,236 407,850

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △384,842 △124,893

無形固定資産の取得による支出 △13,815 △4,217

投資有価証券の取得による支出 △401 △944

投資有価証券の売却による収入 － 50,000

貸付けによる支出 － △1,000

貸付金の回収による収入 1,027 1,108

投資その他の資産の増減額（△は増加） 6,568 △1,808

投資活動によるキャッシュ・フロー △391,463 △81,755

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △100,000

長期借入れによる収入 200,000 200,000

長期借入金の返済による支出 △150,416 △150,416

自己株式の取得による支出 △73 △83

自己株式の売却による収入 138,300 －

配当金の支払額 △82,490 △53,925

財務活動によるキャッシュ・フロー 105,320 △104,424

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 91,093 221,669

現金及び現金同等物の期首残高 1,516,105 1,188,820

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,607,198 1,410,490
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該当事項はありません。

該当事項はありません。

前第２四半期累計期間（自 平成24年4月1日 至 平成24年9月30日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期累計期間（自 平成25年4月1日 至 平成25年9月30日）

報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額に関する情報

（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス
事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,840,384 1,195,763 4,036,147 4,036,147

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 2,840,384 1,195,763 4,036,147 4,036,147

セグメント利益 249,729 24,837 274,567 274,567

(単位：千円)

報告セグメント
合計

セラミックス
事業

エンジニア
リング事業

計

売上高

外部顧客への売上高 2,730,581 1,194,633 3,925,214 3,925,214

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ―

計 2,730,581 1,194,633 3,925,214 3,925,214

セグメント利益 105,011 46,543 151,555 151,555
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